
環境レポート概要版の構成及び活用案
１ 環境レポート概要版の現状及び今後の方向性

⚫ 京都市環境基本条例（第８条）に基づく年次報告書「環境レポート」の概要版

⚫ 発行目的 環境教育・学習の教材としての活用

本市の環境の進捗状況を分かりやすく発信

⚫ 発行状況 毎年度発行，最新版（令和3年3月）は7,000部，A4版6ページ

⚫ 配布先 「さすてな京都」を社会科見学した小学4～5年生に配布（6,000部）

環境政策局が実施する環境学習で配布

公共施設での配架

市民向け啓発冊子としてホームページで公開

さすてな京都の入り口近くにあるデジタルサイネージでも常時表示

⚫ 内容 小学４学生以上の児童が学習し，家庭での話題となるよう工夫

環境レポート概要版の現状

冊子の配布・配架だけでなく，SNSでの発信や環境学習資料として活用拡大

学習会など，冊子の配布と講座をセットで効果的に活用

今後の方向性
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２ 最新の環境レポート概要版

＜全体の構成＞
• 表紙
• 地球温暖化への対策は進んでいる？（p1)
• 大気や河川の水は安心・安全？(p2)
• 恵み豊かな自然環境は守られている？(p2)
• ごみの量は減っている？(p3)
• 「DO YOU KYOTO?」チェック表(p4)
• 環境学習施設の紹介(p5)

最新（令和３年３月発行）の構成
（A4版6ページ）

＜各分野のページに掲載している事項＞
• 各分野の説明
• 施策の進捗状況として客観的指標等をイラ
スト等を用いてわかりやすく掲載

• 「ごみ減量の推進」のみコラムを掲載



３ 令和3年度の環境レポート概要版の構成案
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• １分野１ページに変更

→ SNSや電子掲示板などで情報
発信ができる

• 各分野に主な取組又はコラムを掲載

→本市の施策を発信

→行動に向けた動機となる内容

• 市民の皆様にくらしの中で取り組んで
いただきたい内容を各分野のページに
掲載

構成案（主な変更点） １分野１ページのレイアウト案

市民の皆様に，くらしの中で取り組んでいた
だきたい内容（新規）
DO YOU KYOTO?チェック表を参考

タイトル：問いかけ（最新版と同様）

説明文（最新版と同様）

施策の進捗状況（客観的指標）

・グラフ，イラストを多用（最新版と同様）
見て理解しやすい表記

・本市の取組又はコラム（新規）
実践する動機となるような内容
１つの問題が多分野で，広範囲・長期的に
影響する内容
（例：使い捨てプラスチック問題）


